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目次 

1 面 

 参院選での参政党急伸の危険性 

ファシズム復活のあらゆる策動と対決を！ 

大山歩 

 

キューバ連帯８団体共同声明 

２０２５年７月 22 日 

 

２～３面 

戦後 80 年 ― 歴史修正主義（捏造）に抗して 

沖縄は「自虐史観」という「西田発言」の背景 

石原昌家（沖縄国際大学名誉教授） 

 

参考資料 

教科書検定意見撤回を求める県民大会決議文 

９・29 教科書検定意見撤回を求める県民大会実行委員会 

 

戦後 80 年を機に久米島事件の追悼レリーフを制作 

沖縄は平和を守る者と脅かす者との主戦場 

金城実（彫刻家） 

 

 本の紹介 

『ひめゆりの塔をめぐる人々の手記』（仲宗根政善著） 

土田宏樹 

 

催物案内 

 

前照灯 

女性たちと女性天皇 

 

４～５面 

特集＝戦後 80 年に問う 

 エッセイ 

戦後 80 年に忘れてはならないこと 

日本のアジア侵略・支配に対する歴史的責任の自覚を 

中原道子（早稲田大学名誉教授） 

 

エッセイ 

日の丸の小旗に想う 

石川逸子（詩人） 

 

花岡事件の地に立って 

藤本愛子 

 

 『花岡ものがたり』とは 

（『花岡ものがたり』( １９５１年初版) 「あとがき」） 

 

ＨＯＷＳの講座案内 ８月 

 

６～７面 



〈活動家集団思想運動〉第 57 年度総会報告（国内情勢部分） 

帝国主義の軍事的再編のなかの参政党の台頭 

インターナショナリズムの視点からファシズムとの対決を 

大村歳一 

 

憲法とは何かを理解しない参政党の憲法草案 

内田雅敏（弁護士） 

 

８面 

2025 年夏季醵金へのご協力を 

〈活動家集団 思想運動〉常任運営委員会 

 

佐賀空港にオスプレイ配備を強行 

ただちに撤去運動を開始！ 

豊島耕一（オスプレイストップ！ ９条実施アクション佐賀 代表） 

 

柏崎刈羽原発の避難計画をめぐる動き 

避難問題は新潟県だけの問題ではない 

本間保（柏崎刈羽市民ネットワーク） 

 

9面 

労働者通信 

郵便局の点呼不正・現場からの報告 

船山良成（郵政ユニオン兵庫南支部書記長） 

 

「最低賃金上げろ 共同アクション」が記者会見 

「非正規」＝低賃金の構造に迫る論議を 

米丸かさね 

 

10面 

声明 パレスチナ解放人民戦線（ＰＦＬＰ） 

反帝国主義の最前線からみた現代世界 

キューバとイランへの連帯を訴えるパレスチナの声 

 

千葉朝鮮初中級学校「一口運動」にご協力を！ 

一人の１００歩より１００人の一歩を 

堀川久司（「千葉ハッキョの会」呼びかけ人） 

 

11面 

連載 拡大の一途をたどる戦争の危機と労働者の貧困 

われわれ労働者階級はいかに闘うべきか（３） 

戦後労働運動の教訓と現在の運動への提言 

二瓶久勝（元国鉄闘争共闘会議議長） 

 

12～15面 

〈活動家集団 思想運動〉第 57年度総会報告（世界情勢部分） 

現代世界における危機の構造とわれわれの思想的課題 

大村歳一（活動家集団思想運動常任運営委員） 

 

16 面 

 紙つぶて 

米価高騰の問題をめぐって 

中山間地の農村の維持が課題 

朝生進（千葉県在住） 



 

米の価格、高価格で手放したい農地 

南俊文（熊本県在住） 

 

頂門一針 

 「説明する」は「受忍しろ」の弁 

 

『日本文学の扉をひらく 第四の扉』（スペース伽耶１０００円）発刊に寄せて 

文学を読む―― すなわち運動、もしくは挑戦 

山本恵美子（『トルソー』同人） 

 

編集部発 

 

 


